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第
二
次
世
界
大
戦
、
と
云い

う
よ
り
は
「
日
清
戦
争
」
（
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
）
か
ら
断
続
的
に

続
い
た
「
東
亜あ

細じ

亜あ

権
益
戦
争
」
の
終
結
（
以
下
、
「
終
戦
」
。
正
式
に
は
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
○
）
九
月

二
日
―
日
本
政
府
に
拠
る
降
伏
文
書
へ
の
署
名
に
拠
る
）
か
ら
七
一
年
が
、
其
の
「
終
戦
」
を
受
け
て
の
「
連

合
国
軍
」
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
中
心
と
す
る
―
に
拠よ

る
「
対
日
占
領
政
策
」
の
下も

と

で
現
行
の
日
本

国
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
（
四
六
年
一
一
月
三
日
公
布
、
四
七
年
五
月
三
日
施
行
）
か
ら
は
七
○
年
が
、
各
々

お
の
お
の

経た

っ
た
正ま

さ

に
其そ

の
間
に
、日
本
と
云
う
国
家
の
在
り
方
を
正
に
左
右
す
る
、特
に
大
き
な
動
き
が
二
つ
、

興お
こ

っ
た
。 

 

一
つ
は
、
自
衛
隊
―
「
連
合
国
軍
」
側
の
都
合
で
同
憲
法
の
一
部
条
文
が
半な

か

ば
死
文
化
さ
れ
た
上

に
作
ら
れ
た
存
在
―
法
の
改
定
と
「
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外

国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
」
の
新
設
を
始
め
と
す
る
「
平
和
安
全
法

制
整
備
」
一
○
法
―
宛

 

さ
な
が

ら
「
自
衛
隊
を
、
欧
州
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
…
何ど

処こ

へ
で
も
〔
宇
宙
へ
も
？
〕

合
衆
国
軍
に
お
供
さ
せ
ま
す
」
旨む

ね

を
暗
に
宣
言
す
る
か
の
如ご

と

き
内
容
―
の
制
定
（
二
○
一
五
年
（
平
成
二



 

弐 

七
）
九
月
三
○
日
公
布
）
。 

 
今
一
つ
は
、
現
行
憲
法
下
で
二
三
回
目
の
「
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
」
（
二
○
一
六
年
七
月
一
○
日
本

投
票
及
び
開
票
）
を
通
し
て
、
『
自
由
民
主
党
』
（
自
民
党
）
を
始
め
と
す
る
「
右
・
保
守
」
の
憲
法
改

定
指
向
の
人
々
が
衆
議
院
と
参
議
院
・
共
に
絶
対
多
数
（
三
分
の
二
以
上
）
を
占
め
る
に
至
っ
た
事
―

但
し
、
投
票
へ
足
を
運
ん
だ
人
々
は
全
選
挙
権
者
（
満
一
八
歳
以
上
―
一
部
高
等
学
校
三
年
生
を
含
む
―
の
日

本
国
民
）
中
の
五
割
少
々
―
で
あ
る
。 

  

現
行
日
本
国
憲
法
の
施
行
以
来
、
実
質
的
に
一
時
期
を
除
き
一
貫
し
て
与
党
と
し
て
君
臨
し
続
け

て
い
る
自
民
党
（
現
行
の
同
党
は
一
九
五
五
年
、
二
政
党
の
合
併
（
「
保
守
合
同
」
）
に
拠
り
発
足
）
は
、
「
自
主

憲
法
制
定
」
を
目
標
と
し
て
公
言
し
て
お
り
、
其そ

の
私
案
・
「
日
本
国
憲
法
改
正
案
」
を
決
定
・
公

表
し
て
い
る
（
二
○
一
二
年
（
平
成
二
四
）
四
月
二
七
日
付
）
が
、
是こ

れ

を
叶か

な

え
た
ら
終
わ
り
、
で
は
決
し
て

あ
る
ま
い
。
法
は
飽あ

く
迄ま

で

手
段
。
其そ

れ

を
通
し
て
如い

何か

な
る
〔
共
同
体
と
し
て
の
〕
国
家
を
築
き
そ
し

て
営
む
か
、
が
問
題
だ
。
自
民
党
と
し
て
は
、
〔
口
が
裂
け
て
も
公
言
は
し
な
い
―
「
言
はわ

ぬ
が
華は

な

」

―
だ
ろ
う
が
〕
与
党
で
在
り
続
け
て
る
間
に
憲
法
改
定
を
繰
り
返
し
、
最
終
的
に
は
「
大
日
本
帝
国

憲
法
」
（
旧
憲
法
）
に
限
り
無
く
近
き
自
主
憲
法
を
制
定
し
、
其
の
下も

と

で
、
明
治
末
期
―
「
大
日
本
帝



 

参 

国
」
が
頂
点
〔
栄
華
？
〕
を
極
め
た
と
云
え
よ
う
（
←
「
台
湾
」
と
「
朝
鮮
半
島
」
の
植
民
地
化
、
一
方
で
「
治

外
法
権
」
の
解
消
・
関
税
自
主
権
並
び
に
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
へ
の
参
加
）
極ご

く

短
い
日
々
（
一
九
一
二
年
一
～
七
月
）

―
に
限
り
無
く
近
き
国
家
を
永
久
的
に
営
む
―
と
云
う
事
が
、
彼
等
自
民
党
の
最
終
目
的
―
と
言
い

切
っ
て
良
か
ろ
う
。
「
「
文
化
の
日
」
（
一
一
月
三
日
―
現
行
日
本
国
憲
法
公
布
の
日
）
を
「
明
治
の
日
」

（
睦む

つ

仁ひ
と

（
明
治
天
皇
）
生
誕
の
日
で
も
あ
る
）
に
改
め
る
べ
き
」
旨む

ね

の
運
動
に
自
民
党
の
議
員
達
も
多
く
参

加
し
て
い
る
、
と
聞
く
。 

  

国
家
と
云い

う
共
同
体
に
在
っ
て
「
最
高
の
法
」
で
あ
る
、
憲
法
。
併し

か

し
乍な

が

ら
、
此
の
国
・
日
本
に

於
い
て
二
度
に
亙わ

た

っ
て
制
定
さ
れ
た
其
は
、
国
民
の
総
意
の
名
の
下も

と

に
自
分
達
の
頭
と
手
と
で
創
造

し
た
も
の
で
は
無
い
。
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
（
旧
憲
法
）
は
明
治
政
府
の
役
人
達
が
秘
密
裏り

に
造
り

上
げ
た
、
謂い

わ
ば
「
お
上か

み

」
が
与
え
た
―
故ゆ

え

に
「
発●

布
」
と
云
う
―
も
の
で
あ
り
、
其
を
「
お
外そ

と

」

―
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
―
が
全
面
的
に
改
め
さ
せ
、
国
会
の
議
決
と
云
う
型
を
繕
っ

つ
く
ろ 

て
日
本

国
民
へ
与
え
た
の
が
、
現
行
の
日
本
国
憲
法
だ
。「
お
外
」
が
与
え
た
其
の
現
行
憲
法
を
有
難

あ
り
が
た

が
り
、

其
に
自
ら

み
ず
か 

縛し
ば

ら
れ
る
格
好
に
成
っ
て
満
足
し
て
い
る
―
と
云
う
の
が
、
「
右
・
保
守
・
回
帰
」
で
は

無
い
人
々
の
大
多
数
―
特
に
、
専
ら

も
っ
ぱ 

「
現
行
憲
法
を
護ま

も

れ
」
旨む

ね

を
唱
え
続
け
て
る
人
々
―
『
民
進
党
』



 

四 

の
「
反
主
流
派
」
や
『
社
会
民
主
党
』
（
社
民
党
）
を
中
心
に
、
更
に
此
処
二
○
年
来
の
『
日
本
共
産

党
』
を
も
含
め
―
が
置
か
れ
て
い
る
現
実
で
は
無
か
ろ
う
か
。 

 

前
述
し
た
二
三
回
目
の
参
院
選
、
更
に
其
の
前
後
の
「
衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
・
北
海
道
第
五
区
」

（
衆
院
補
選 
二
○
一
六
年
四
月
二
四
日
投
開
票
。
自
民
党
所
属
議
員
の
死
に
伴
う
）
と
「
東
京
都
知
事
選
挙
」（
都

知
事
選 

同
年
七
月
三
一
日
投
開
票
。
前
知
事
の
任
期
途
中
の
辞
職
―
公
金
の
私
事
へ
の
流
用
に
因
る
―
に
伴
う
）
に

於
い
て
、
何
れ
も
『
民
進
党
』
―
複
数
（
少
な
く
と
も
三
つ
。
「
右
・
保
守
」
の
主
流
派
・
「
現
行
憲
法
全
文
擁

護
」
の
「
旧
社
会
党
右
派
」
及
び
「
天
皇
条
項
廃
止
・
戦
力
全
否
定
」
の
「
旧
社
会
党
左
派
」
）
の
思
想
信
条
が
寄

り
合
う
格
好
で
繕
わ
れ
て
る
「
政
党
擬

 

も
ど
き

」
―
を
中
心
と
し
て
共
産
党
迄
が
乗
っ
か
っ
て
「
野
党
共
闘●

」

を
形
成
す
る
も
、
結
局
は
「
共
倒●

」
に
終
わ
っ
た
。 

 

即
ち
、
大
方
の
日
本
国
民
は
、
思
想
信
条
が
基
本
的
に
異
な
る
者
同
士
が
一
時
的
に
束
と
成
る
事

が
所し

ょ

詮せ
ん

は
「
同
床
異
夢
」
以
外
の
何
物
で
も
無
く
、
早
か
れ
遅
か
れ
破
綻た

ん

す
る
―
と
云
う
事
を
見
抜

き
、
選
挙
で
投
票
し
或あ

る

い
は
投
票
に
行
か
な
か
っ
た
事
を
通
し
て
、
「
野
党
共
闘●

」
と
や
ら
を
拒こ

ば

ん

だ
、
と
言
っ
て
間
違
い
で
は
無
か
ろ
う
〔
に
も
関
わ
ら
ず
、
前
述
の
野
党
各
党
は
来
る
衆
議
院
議
員

総
選
挙
（
衆
院
選
）
で
も
懲
り
ず
に
「
共
闘●

」
で
臨の

ぞ

も
う
と
し
て
い
る
が
〕
。
―
―
そ
し
て
同
時
に
、

今
回
の
参
院
選
、
更
に
は
衆
院
補
選
と
都
知
事
選
を
も
通
し
て
「
も
う
「
現
行
憲
法
を
護
れ
」
旨
は



 

伍 

通
ら
な
い
」
と
の
思
い
を
も
改
め
て
刻き

ざ

ん
だ
の
は
、
果
た
し
て
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。 

  

何
れ
に
せ
よ
、
今
の
儘ま

ま

で
は
、
真
の
民
主
政
治
―
此
の
大
地
・
日
本
列
島
に
根
差
し
た
状
態
で
の

―
は
望
む
べ
く
も
無
い
。
先ま

ず
は
一
旦た

ん

、
現
行
憲
法
と
敢あ

え
て
距
離
を
置
き
、
此
の
国
・
日
本
と
云

う
共
同
体
と
し
て
の
国
家
の
在
り
方
を
「
零ぜ

ろ

」
か
ら
見
直
し
、
縒よ

り
、
否い

な

、
「
真
に
」
民
主
的
な
〔
共

同
体
と
し
て
の
〕
国
家
を
永
久
的
に
営
む
に
相ふ

応さ
わ

し
い
憲
法
〔
案
〕
を
自
分
達
の
手
で
作
り
、
其
を

「
拠よ

り
所
」
と
し
て
自
民
党
を
始
め
と
す
る
「
右
・
保
守
・
回
帰
」
指
向
の
憲
法
〔
案
〕
に
対
抗
し
、

国
政
の
場
に
臨の

ぞ

む
必
要
が
在
る
。 

 

筆
者
は 

そ
う
考
え
た
上
で
、
自
前
の
「
新
「
日
本
国
憲
法
」
案
」
を
作
り
、
其
を
拠
り
所
・
即
ち

軸
た
る
手
段
と
し
て
、
「
真
に
民
主
的
な
―
安
心
・
安
全
・
健
康
・
公
平
・
自
由
・
純
潔
・
清
潔
・

平
等
そ
し
て
平
和
な
―
〔
共
同
体
と
し
て
の
〕
国
家
」
を
此
の
大
地
・
日
本
列
島
に
築
き 

そ
し
て
永

久
に
営
む
に
至
ら
し
め
た
く
、
仮
想
政
党
「
全
日
本
共
和
党
」
を

間
イ
ン
タ
ー

網
ネ
ッ
ト

の
世
界
に
於
い
て
発
足
さ

せ
た
（
二
○
○
七
年
六
月
末
）
。
其
の

拠
ホ
ー
ム

頁
ペ
ー
ジ

を
通
し
て
既
に
公
開
し
て
い
る
自
前
の
「
新
「
日
本
国
憲

法
」
案
」
（
本
文
と
図
の
み
）
だ
が
、
「
今
、
何な

故ぜ

、
憲
法
を
新
た
に
作
る
か
」
と
云
う
「
声
無
き
〔
？
〕

問
い
」
に
答
え
、
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
く
作
り
上
げ
た
の
が
、
本
書
で
あ
る
。 



 

六 

 

本
書
で
は
先
ず
、
新
憲
法
案
の
本
文
を
第
一
部
と
し
て
表
記
し
、
続
く
解
説
に
つ
い
て
は
敢
え
て

二
手
に
分
け
、
「
総
則
」
（
共
同
体
と
し
て
の
国
家
の
在
り
方
）
と
「
国
民
の
権
利
及
び
義
務
」
と
に
つ
い

て
の
解
説
を
前
編
と
し
て
、
国
家
機
構
（
体
制
）
の
規
律
や
「
外
国
人
の
権
利
」
そ
し
て
新
憲
法
案
の

改
定
手
続
に
つ
い
て
の
解
説
を
後
編
と
し
て
、
各
々
構
成
す
る
形
を
採
っ
た
。
解
説
に
於
い
て
は
、

「
共
同
体
と
し
て
の
国
家
・
其
の
根
幹
に
関
わ
る
事
」
と
筆
者
が
考
え
る
課
題
・
分
野
に
つ
い
て
幾い

く

つ

か
、
敢
え
て
寄
り
道
す
る
格
好
で
特
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
箇
所
が
在
る
。 

  

前
述
の
参
院
選
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
選
挙
制
度
の
改
定
（
五
月
二
○
日
成
立
、
同
月
二
七
日
公
布
）
に

拠
り
、
〔
一
般
の
常
識
に
照
ら
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
〕
早
く
て
二
○
一
七
年
七
月
（
小
選
挙
区
の
新

た
な
区
割
り
作
業
に
少
な
く
と
も
一
年
は
掛
か
る
、
と
の
事
で
）
、
遅
く
と
も
二
○
一
八
年
一
一
乃な

い

至し

一
二
月

に
は
定
数
を
減
ら
し
た
（
四
七
五
人
→
四
六
五
人
）
上
で
行
わ
れ
る
、
旧
憲
法
時
代
か
ら
通
算
で
四
八
回

目
の
衆
院
選
。
自
民
党
を
中
心
と
す
る
「
右
・
保
守
・
回
帰
」
勢
力
は
其
迄
に
必
ず
、
憲
法
改
定
案

―
自
民
党
と
し
て
の
其
を
基
と
し
て
の
―
を
発
議
（
←
両
議
院
に
於
け
る
全
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
）

に
至
ら
し
め
た
上
で
衆
議
院
を
解
散
し
、
其
の
憲
法
改
定
案
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
と
同
時
に
衆
院

選
を
行
う
だ
ろ
う
。 



 

七 

 

「
全
日
本
共
和
党
」
自
体
は
現
実
の
政
党
と
は
成
り
得
な
い
、
か
も
知
れ
ぬ
。
が
、
「
回
帰
で
は

無
く
、
真
に
民
主
的
な
共
同
体
と
し
て
の
国
家
を
新
た
に
、
此
の
大
地
・
日
本
列
島
に
築
く
」
事
を

夢
見
、
臨の

ぞ

み
、
そ
し
て
目
指ざ

そ
う
と
す
る
全
て
の
人
々
に
、
先
ず
は
本
書
を
〔
騙だ

ま

さ
れ
た
つ
も
り
で
？
〕

御お

読
み
戴
き
、
本
書
の
内
容
を
参
考
と
し
つ
つ
、
「
右
・
保
守
・
回
帰
」
と
は
一
線
を
画
す
新
た
な

自
主
憲
法
案
を
作
っ
た
上
で
、
其
を
拠
り
所
（
＝
一
の
思
想
信
条
）
と
す
る
全
く
新
た
な
政
党
を
組

織
し
、
そ
し
て
国
政
選
挙
に
臨
ん
で
戴
く
な
ら
幸
い
で
あ
る
。 

 

二
○
一
七
年
（
平
成
二
九
年
）
二
月
一
日 

筆 
者 

＝ 

全
日
本
共
和
党 

党
首
兼
職
員 

 

佳 

羅 

研 

究 

所 
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第
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新
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国
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案
の
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後
編
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末 

 



 

九 

  

◎ 

本
書
は
、
「
日
本
語
を
最
大
限
、
大
切
に
使
う
事こ

と

こ
そ
が
、
最
も
身
近
な
「
愛
国
行
為
」
で
あ

る
」
と
考
え
、
其そ

れ

を
基
本
方
針
と
し
て
文
章
を
表
記
し
て
い
る
。 

 

＊ 

文
章
は
原
則
と
し
て
漢
字
（
和
式
略
字
）
を
可
能
な
限
り
に
於
い
て
最
大
限
に
使
い
、
常
用
漢
字

で
無な

い
文
字
に
つ
い
て
は
当
該
一
字
に
付
き
、
各
部
に
て
最
初
に
使
う
場
合
に
振
り
仮
名
を
記
し

た
。
亦ま

た

、
常
用
漢
字
で
あ
っ
て
且か

つ
日
常
的
に
使
わ
れ
な
い
読
み
方
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を

採
っ
た
。 

 

＊ 

数
値
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
算
用
数
字
を
漢
字
で
表
記
し
、
必
要
に
応
じ
万
・
億
及
び
兆
の

単
位
を
入
れ
た
。 

 

＊ 

年
月
日
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
西
暦
で
年
を
表
記
し
、
必
要
に
応
じ
（
各
項
の
最
初
に
年
を
記
す



 

壱拾 

場
合
及
び
文
章
の
途
中
で
元
号
が
変
わ
る
場
合
等
）
元
号
を
括
弧
付
き
で
併
記
し
た
。 

 
＊ 
外
来
語
に
つ
い
て
は
固
有
名
詞
を
除
い
て
可
能
な
限
り
、
日
本
語
に
翻
訳
し
て
使
っ
て
い
る
。

但
し
、
未ま

だ
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
な
い
訳
語
に
つ
い
て
は
、
其
の
訳
語
を
漢
字
で
表
記
し
た
上

で
、
各
項
の
最
初
に
其
が
使
わ
れ
る
場
合
に
当
該
外
来
語
を
振
り
仮
名
且
つ
片
仮
名
で
記
し
た
。 

 

＊ 

解
説
に
於
い
て
、
他
の
図
書
や

間

網

拠

頁

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
引
用
し
た
文
言
に
つ
い
て
は
、
其そ

れ

等ら

引

用
元
た
る
当
該
文
献
の
名
称
を
引
用
箇
所
の
直す

ぐ
後
に
記
し
、
引
用
以
外
に
参
考
と
し
た
其
等
に

つ
い
て
は
、
当
該
図
書
又
は
拠
頁
の
名
称
等
を
巻
末
の
「
引
用
及
び
参
考
文
献
」
に
纏ま

と

め
て
記
し

た
。 

 


